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はじめに

生徒数 ２３８名

学級数 １学年  ３クラス
 ２学年  ２クラス
 ３学年  ３クラス

 特別支援学級 ３クラス 計１１クラス

令和４年度に、旧松尾中学校と旧蓮沼中学校が統合

Google マップより
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全国学力・学習状況調査の結果
Ｒ６Ｒ５Ｒ４

Ｒ４：一斉授業
（Ｔ２あり）

Ｒ５：一斉授業
（Ｔ２あり）

Ｒ６：少人数指導

Ｒ３：一斉授業
（Ｔ２なし） ※旧松尾・旧蓮沼

Ｒ４：一斉授業
（Ｔ２なし）

Ｒ５：少人数指導

Ｒ２：一斉授業
（Ｔ２なし）※旧松尾・旧蓮沼

Ｒ３：一斉授業
（Ｔ２あり） ※旧松尾・旧蓮沼

Ｒ４：少人数指導

学習
形態

○上位層が少ない
○最下位層は少なくなった
 下位～中位層が多い
○学力が全体的に低い

○上位層が少ない
○下位層の中でも、最下位層
 が依然として多い
○学力の二極化
 →少人数指導へつなげたい

○最上位層が少ない
○下位層を中位層まで引き
 上げたい
○最下位層への指導に課題

○中上位層

○下位層

○全体

【共通する傾向】
○数学への関心
等は高い傾向
にある

(県及び全国比)
△数学の学力は
低い
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全国学力・学習状況調査の結果
△学校以外での学習時間が大幅に少ない

○ＩＣＴ機器を使う機会は多かった
△ＩＣＴの効果的な活用には至っていない

自分の考えや意見を分
かりやすく伝える場面で
活用できていない

今回の数学の問題では、解答を言葉や数、式を使って説明する問題が
ありました。それらの問題について、どのように解答しましたか。

１ 全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した

２ 書く問題で解答しなかったり、解答を書くことを途中であきらめたりした
ものがあった

３ 書く問題は全く解答しなかった  
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１年目の取組の概要
・板書の流れを定着させる

・学習内容の繋がりを意識させ、課題を明確にし、前提となる条件や知識を確認

・生徒の実態に合わせて席を指定し、意味のある話し合いができるようにした

・「一人でまとめを書かせる時間」の確保

学習問題を正確に捉える
本時に関係する既習
内容の復習から始める

本時で新しく学ぶこと、前
時との違いを明確にさせる
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１年目の成果と課題
【成果】
○書こうという生徒、書くことができる生徒は多い
○生徒同士で共有することに前向きである
○知識だけでなく思考に着目してまとめることができる生徒が出てきた

【課題】
△言語化する力が不十分
  ・ 数学的な表現が少ない   ・ 正確に表現することができていない
△共通課題：自分の考えをまとめ表現する力が乏しい
△学習課題の理解が不十分 かつ 説明したり表現したりする力の不足

【今後に向けて】
 ・ 表現力を中心に、少人数指導による、きめ細やかな指導を充実させる
 ・ 数学科だけでなく、他教科とも連携しながら、表現力・ＩＣＴの効果的
な利用について考えていく。 ＋多面的に捉え考えようとする態度
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研究仮説

仮説１

仮説２ ＩＣＴを効果的に活用することにより、主体的・対話的で深い学びが
できるであろう。

１～３学年の関数領域や図形領域に関する授業において、少人数
やＴＴによる個別指導を充実させることにより、基礎学力も向上する
であろう。

「よりよく伝える」ことを目的とし
た言語活動の充実とＩＣＴ
機器の活用能力を育成

方策（課題解決に向けたもの）
研究主題

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業の工夫

～少人数指導やＩＣＴを活用した授業を通して～
本校、数学科では
１・３学年：少人数指導
 ２ 学年：ＴＴ

ちばのやる気学習ガイドの利用
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方策（課題解決に向けたもの）
令和５年度 全国学力・学習状況調査 報告書
【中学校／数学】（国立教育政策研究所）p.9より
令和６年度 全国学力・学習状況調査 報告書
【中学校／数学】（国立教育政策研究所）p.9より

「数学的な表現を用いて説明する」ことが課題
（令和６年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 中学校 数学（国立教育政策研究所）より）



10

方策（課題解決に向けたもの）

令和４年度千葉県学力向上通信vol.７
指導のポイント より

「よりよく伝える」ための準備と
して、用語を正しく理解し、
途中式を丁寧に書く。

「よりよく伝える」ために、実践モ
デルプログラムの「広げ深める」と
「まとめあげる」ことを重視する
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実践（少人数指導・ちばのやる気学習ガイド）

＜標準・発展＞コースでは、前
時の復習や入試過去問を扱う

生徒の実態に合った授
業展開が可能になった

＜基礎・基本＞コースでは、ち
ばのやる気学習ガイドを授業の
始めに実施

＋長期休業中の課題として利用

問題の意味を把握できていない生徒が多い
→教員ー生徒間のやり取りを通して言葉の意味を確認
→読解力の向上へ
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実践（少人数指導・推論の過程）

復習問題こそ、きちんと
途中式を書かせる
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実践（少人数指導・途中式の指導）

例題を模倣して解いてみる
↓

慣れてきたら途中式を省略
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実践（ＩＣＴの活用・比較検討）

Whiteboard を
活用し、生徒の記
述を比較検討す
る

文字の書き方や
途中式について、
よりよい語句や表
現の獲得につなげ
る
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実践（テスト問題の工夫）

ねらい
・推論の過程を問う
・複数の解き方を振り返り、
両解法で解けるようにする
・多面的に捉える力

問題に適した解法の獲得
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実践（教科横断的な学び・社会ー数学）
時差（地理）ー正の数・負の数の利用（数学）

・不必要な情報を入れる
・問題文の条件を不十分とする
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実践（教科横断的な学び・理科ー数学）

式のもつ意味＆途中式
・割り算の復習
・比例式の復習

１年 ２年
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実践（教科横断的な学び・理科ー数学）

グラフが表す意味
・小数の計算の復習



19

実践（教科横断的な学び・音楽）

・コメントを通してフィード
バックすることで、内容を
詳細に考えるようになった。
・音楽で使う語彙を獲得
し具体性が増した
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成果（子どもの変容・ノート・途中式）
５月 ９月

途中式が書けるようにな
り、どこで間違えたのか
分かるようになった

いきなり答えを書く
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成果（子どもの変容・ノート・途中式）
５月

７月

・よりよい方法を模索する力
・途中式を書くことで、それ
ぞれの方法の違いが明らか
になる。

自分にとってベスト
な方法で計算する
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成果（子どもの変容・ノート・まとめ）
４月２０日 ７月１１日

知識だけのまとめではな
く、思考において大事な
ことをまとめることができた
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成果（子どもの変容・単元ごとの振り返り）

○小学生で習ったことや、正の数・負の数を
 含めた振り返りができている
○表現の内容が具体的になった
△数学的な表現が少ない
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成果（子どもの変容・解き直しレポート）

用語を正確に捉え、表
現しなければならないこ
とに気が付くことができた
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成果と課題
【成果】
○いきなり答えを出すのではなく、思考の過程（途中式）を書こうという生徒、
 書くことのできる生徒が増えた  （少人数指導）
○思考の過程を共有し、改善することに前向きである （ＩＣＴの活用）
○知識だけでなく思考に着目してまとめることができる生徒が出てきた

【課題】
△言語化する力や語彙力が不十分
  ・ 数学的な表現が少ない   ・ 正確に表現することができていない
△話し合い活動の充実（目的をはっきりとさせる）
△学習課題の理解が不十分 かつ 説明したり表現したりする力の不足
△見通しを持たせる（既習事項との共通・相違点）
△家庭での学習時間の確保（家庭学習の充実）
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成果と課題
【今後に向けて】
 ・ 表現力を中心に、少人数指導による、きめ細やかな指導を充実させる

 ・ 語彙力を高めるために、全教科を挙げて継続的に書く活動を実践する

 ・ 自分自身の解き方・ノートと他者のものを

比較検討する中で、記述内容の改善を

図り、主体的に学習に取り組む態度の評

価につなげる

 ・ 家庭との連携により、自主学習の時間を

確保する
「指導と評価の一体化」のための学習評価に
関する参考資料 中学校 数学 p.10より
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